
問１　男女の割合 年齢比

問２　所属

●　インターネット依存症に対する理解度
問６ これまでに、インターネット依存症について考えたことがありますか。
問７ この研修会で、インターネット依存症についての理解が深まりましたか。

※東部圏青少年育成推進研修会アンケート結果
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●　研修内容
問３ 今回の研修会を受けて気になった内容は何ですか。（３つまで選択）

●　インターネット依存症に対する実践事項
問４ 今まで実践していることは何ですか。（該当するもの全て選択）
問５ 今後、実践したいと思うことは何ですか。（該当するもの全て選択）
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問１　男女の割合 年齢比

問２　所属

●　インターネット依存症に対する理解度
問６ これまでに、インターネット依存症について考えたことがありますか。
問７ この研修会で、インターネット依存症についての理解が深まりましたか。

※西部ブロック青少年育成推進研修会アンケート結果
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●　研修内容
問３ 今回の研修会を受けて気になった内容は何ですか。（３つまで選択）

●　インターネット依存症に対する実践事項
問４ 今まで実践していることは何ですか。（該当するもの全て選択）
問５ 今後、実践したいと思うことは何ですか。（該当するもの全て選択）
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問１　男女の割合 年齢比

問２　所属

●　インターネット依存症に対する理解度
問６ これまでに、インターネット依存症について考えたことがありますか。
問７ この研修会で、インターネット依存症についての理解が深まりましたか。

※利根沼田ブロック青少年育成推進研修会アンケート結果
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●　研修内容
問３ 今回の研修会を受けて気になった内容は何ですか。（３つまで選択）

問４ 今まで実践していることは何ですか。（該当するもの全て選択）
問５ 今後、実践したいと思うことは何ですか。（該当するもの全て選択）

　

●　インターネット依存症に対する実践事項
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